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ハイ・イールド債の分析にESGの分析を取り入れることで、精度が増し、 

ダウンサイド・リスクを軽減しながら魅力的なリスク・リターンを獲得できる 

可能性が高まるかもしれません 

 
債券市場における ESG 

  

環境・社会・ガバナンス（ESG）投資は、長い間誤解されてきました。 

ESGは株式の投資に限定されているものであるとみられていますが、これはおそらく株の投資

家だけが企業に影響を与えることができると思われているからでしょう。もしくは、一部の人はこ

れは真剣な投資家にとっては有効なアプローチではなく、価値の創出またはパフォーマンスよ

りも、費用をかけてもESG投資という価値を高めようとする投資家にのみ向いているものである、

と捉えているかもしれません。 

しかし、このどちらの意見にも同意できません。ESGをコアな要素として考慮することは、債券市場全般、中でもグロー

バル・ハイ・イールド債において重要かつ成長過程にある役割になっていると考えています。また、このアプローチは

価値を生み出すことに不可欠で、バリューに基づくアプローチと調和していると考えています。 

ESG投資は広範な債券市場において有効であると考えていますが（但し、株式投資におけるアプローチと異なる可能

性があります）、資産クラスそのものの投資のリスクが高いことと、ブルーベイの投資アプローチから、ハイ・イールド債

の運用で最も効果を発揮すると考えています。 

ダウンサイド・リスクを最小化することがハイ・イールド債の投資においては重要 

投資適格未満のレバレッジド市場の投資において長期的な成功を収めるために重要なことは、ダウンサイド・リスクを

最小にして、元本毀損を防ぐ能力であると考えています。最終的にこれは、債務返済能力に対するリスクが低く、リスク

に見合ったリターンを得られる企業に投資をすることで達成されると考えています。  

そうしたことからESGの要素を投資プロセスに組入れ、こうしたリスクを分析することが発行体の信用力を考慮する上で

重要な役割を果たすと考えています。異論の多い事業活動や無責任な行動、もしくはガバナンスが疑問視されるよう

な企業は、ネガティブなイベントの影響を受けやすく、価格のボラティリティの高まりや格下げ、ひいてはデフォルトに

見舞われる可能性があります。明快なESG分析は、質の高い企業を選別するために補完的な役割を果たし、長期的

に元本毀損を招くような問題を考慮する上で重要な要素になると考えています。 

ブルーベイのハイ・イールド債の投資においては、コアなポジションは長期的に保有し、機動的なポジションはより短

い保有期間にするというアプローチを取っていますが、これは、ESGの長期投資の時間軸と合致します。 

概して、ESGの要素を投資決定のプロセスに組み入れることで、価値を保全し長期的に価値を創出することにつなが

る可能性があると考えています。ESG分析によって特定の商品（兵器、タバコ、石炭などの製造業者等）や行為（人権

侵害、環境破壊、汚職等）を排除し、企業の行動をより深く理解して影響を与えることで、価値を高めて良好なパフォ

ーマンスを得ようという目標と一致した魅力的な投資戦略を提供することにつながると考えています。  
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